




経営目標

●地域に根ざし、地域と連携し、地域のまちづくりに貢献できる「まちづくり会社」として⾏動する。
  ●まちづくりに取組む⼈材、組織、地域をつなげるプラットフォームとしての役割を果たす。
    ●自ら新たなまちづくり事業、まち経営事業を開拓するローカルベンチャーとしての成⻑をめざす。

組織概要
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オフィス

ノーザンクロス概要

都市再⽣まちづくり事業

タウンマネジメント事業

シンクタンク事業

地域遺産トラスト事業

出版・広報事業

まちづくり連携事業

・再開発事業のコーディネート
・都市再⽣プロジェクトの調査・計画策定
・公⺠協働型まちづくり事業の企画・運営

・中⼼市街地のリノベーション事業
・まちづくり会社の設⽴・運営サポート
・まちなか活性化事業の企画・運営・推進

・国土政策・地域再⽣に関する調査研究
・地域環境・景観・観光に関する調査研究
・地域活性化プロジェクトの企画・運営・推進

・北海道遺産協議会の運営
・⽇本グラウンドワーク協会との連携
・地域遺産の保全・活用事業の調査・企画・推進

・北海道の魅⼒・価値を発信する書籍の出版
・都市・地域のまちづくりに関する出版物の制作
・広報誌・情報誌・Web サイトの企画・編集・制作

・NPO 法⼈の事務局運営
・自治体や地域組織との連携によるイベント企画・実施
・まちづくり団体の活動⽀援

事業概要



都市再生まちづくり事業

札幌都⼼部 都市再⽣⽀援事業

再開発事業のコーディネート、都市再⽣プロジェクトの調査・計画策定、公⺠協働型まちづくり事業の企画・運営に取り組んでいます。

平成 14 年に札幌市にて策定さ
れた「都⼼まちづくり計画」を
継承し、『⼈』『創造『環境』を
テーマにした、新たな時代に相
応しい都⼼のまちづくりの戦略
の構築に向け、今後の都⼼像の
⽅向性やまちづくりの推進⽅策
等について、学識者・専門家か
らなる「都⼼まちづくり戦略会
議」の運営とコーディネートを
通じて基本的⽅向性を導き、次
年度の戦略策定に向けた基本用
件の整理を⾏いました。

市の都市再⽣を先導する『都市再⽣緊急整備地域』の⼀部を担う 8.4 ヘクター
ルのエリアです。当該地区開発の具体化に向け、権利者からなるまちづくり準
備組合の⽀援・コーディネート、開発計画・事業計画の検討、及び個別権利者
協議を推進しています。

地域のまちづくり⽀援事業

地⽅都市のプロジェクトマネジメント事業

●都⼼まちづくり戦略会議運営⽀援業務

を推進する上で、重要な役割を担う『交流拠点』の⼀部を担う広場です。
当該広場の整備に向け、関係事業者、
学識者、自治体等からなる委員会の
事務局を担い、北 3 条広場を中⼼と
する公共空間のあり⽅、都⼼のまち
づくりに資する考え⽅等を提⾔とし
て取りまとめを⾏いました。

●

●苗穂駅周辺コーディネート業務

●北 4 東 6 周辺地区開発コーディネート業務

札幌都⼼部より約 2km に位置する苗穂駅周辺地区では、平成 14 年に策定され
た『苗穂駅周辺地区まちづくりガイドライン』を契機として、JR 苗穂駅の移転・
橋上化の実現を目指した住⺠・企業・⾏政の協働によるまちづくりが展開され
ています。
駅移転が想定される苗穂駅南地区にお
ける駅整備と連携した市街地再開発を
通じた「まちづくりの核」の実現に向
け、地元権利者からなる「苗穂駅南地
区再開発準備組合」の事務局として開
発計画検討、権利者・⾏政等の関係主
体協議を進めています。

●苗穂駅南地区再開発準備組合コーディネート業務
●稚内駅周辺地区都市再⽣プロジェクト

札幌市創成川以東地区 再開発コーディネート事業

苗穂駅周辺地区では、平成 3 年より今⽇まで、地域住⺠と地元企業から成る「苗
穂駅周辺まちづくり協議会」を中⼼としたまちづくりが進められています。
当地区における今後の持続可能な地
域主体のまちづくりを展開するため
に、「景観」を切り⼝にした地区の
あるべき⽅向性、将来像の具体化に
向けた取り組みのあり⽅について、
地域と⾏政の連携により 2 ヵ年の検
討に取り組んできました。弊社はそ
の全体コーディネート、ワーク
ショップの企画運営、関連イベント
の企画運営⽀援等、更にはまちづく
り協議会のアドバイザーとして今⽇
まで継続的な⽀援を⾏っています。

稚内駅前地区は、「マチ」と「みなと」が⼀体となった魅⼒ある都市構造の形
成に向け、法定再開発事業により複合ターミナルとして施設整備を⾏う地区で

弊社は、法定再開発事業を円滑
に進めるためのコーディネー
ターを担うとともに、施設を取
得する SPC の⽴ち上げに係わる
プロジェクトマネジメントも同
時に⾏っています。SPC に関し

か居住再⽣ファンド、国庫補助

⽀援などを⾏っています。

札幌都⼼部

苗穂駅周辺地区

苗穂駅南地区

札幌都⼼部

苗穂駅周辺地区

苗穂駅南地区

新たな都⼼構造の概念図

地区の現況写真

札幌市⽴大学と協働でデザインした
景観まちづくり普及ポスター

おもなプロジェクト



札幌商⼯会議所が中⼼となって推進している「中⼼市街地活性化事業」のひと
つとして、都⼼部のビル空室の有効活用とにぎわいの創出を推進するためのパ
イロット事業。ビル空室のリノベーション事業のビジネスモデル構築とともに、

する⼈材や組織の交流・連携を促進することを目的としたプロジェクトです。

札幌・北海道のまちの魅⼒を発信し、地域の魅⼒を⾼めることを目的として、
2004 年に札幌 TMO により設⽴された、カフェ・観光情報・交流サロンの運

タウンマネジメント事業

おもなプロジェクト

札幌 TMO 事業 まちづくり組織サポート事業

●さっぽろチャレンジオフィス事業

中⼼市街地のリノベーションやまちづくり会社の設⽴・運営サポート、まちなか活性化事業の企画・運営・推進に取り組んでいます。

監理業務。計画にあたっては、⾼齢者、障がい者、周辺の大学・専門学校⽣等
が参加するワークショップを実施し基本⽅針をとりまとめ設計に反映。また、
オープンに⾄るまでの様々な協議事項について、施設管理者、カフェ運営者、
施⼯者の間の意向を調整しました。ロゴデザインは、近隣のデザイン学校の学
⽣とのコラボレーションによるものです。

●元気カフェ「ふらっと」計画・設計業務

●札幌都⼼交通研究会コーディネート事業 ●
 コーディネート事業

●さっぽろ赤レンガカフェ事業
築 45 年の古いビルの⼀画を「まちづくり」と「アート」を様々なかたちで結
びつける空間として再⽣・活用する活動の運営⽀援。
コンセプトは「知る、遊ぶ、発信する。 まちなかの放課後」。「写真」「美術」「⾳

ルドで活躍しているアーティスト、クリエイターを結び、共に空間と時間をシェ
ア。弊社がビル管理会社からマスターリースし、それをOYOYO大通まち×アー
トセンター実⾏委員会に貸与しています。

札幌市清⽥区地区センターの建設にあたり、住⺠が建設・運営計画の検討を⾏
うワークショップの運営⽀援業務。

に「⾥塚・美しが丘地区センター」として開設されました。

住⺠の関わり⽅を検討。ワークショップ中⼼メンバーによる地区センター運営
サポート組織「未来委員会」が設⽴され、現在も地域住⺠と指定管理者の協働
のもと、施設をベースにした企画やコミュニティ活動が活発に⾏われています。

札幌都⼼交通研究会は魅⼒ある札幌市都⼼部・大通地区をつくるために、循環
バスや荷捌き駐⾞、自転⾞駐輪・マナー向上のための対策の検討・実施を⾏っ
てきました。弊社では同会の運営補助のほか、対策を検討するワークショップ
の運営、対策の試⾏、検討のベースとなる調査の実施等を⾏いました。

●



体験型観光を推進するためのマーケティング調査、地域の事業者を交えたワー
クショップ、モニターツアーなどを実施。これらの結果を踏まえて、体験型観
光を盛り込んだ新しい旅⾏商品「カフェテリア型ツアー」や、それを実現する

どを提⾔しました。

札幌市を訪れる国内観光客、外国⼈観光客へのアンケート、また、さっぽろ雪
まつり来場者へのヒアリング調査を実施し、調査結果を分析。調査結果は札幌
市の観光施策を検討する基礎資料として活用されています。

シンクタンク事業

観光振興分野

おもなプロジェクト

環境対策分野

●体験型観光プログラム作成事業

観光振興、地域活性化、都市再⽣、医療計画、障害者⽀援、環境対策など、様々な分野における調査研究からプロジェクトの企画・運営、計
画策定までトータルに⾏います

国土施策創発調査に基づく全国 5 市町村と厚労省、国交省による共同事業を⽀
援。⾼齢社会に対応し、観光客と地域住⺠双⽅の「ウェルネスライフ」を実現

ング調査、モニターツアーの実施、検討委員会の開催等を⾏いました。

●健康⻑寿社会実現のための滞在型観光等推進調査の⽀援業
務

●観光客満⾜度調査事業

●事業系廃棄物のリサイクル推進事業

医療再⽣・障害者⽀援分野

地域活性化・再⽣分野

内閣府都市再⽣本部による全国都市再⽣モデル調査事業。南幌町、⻑沼町、由
仁町、栗⼭町の南々空知 4 町にて、地域をキャンパスと⾒⽴て、講演会「オー
プン大学」、ワークショップ、検討会議等を実施。南々空知地域ならではのスロー
ライフを推進するためのビジョンを策定し、スローライフのイメージを伝える
パンフレットを作成しました。

札幌市が推進する事業系廃棄物の分別・リサイクル推進のための取り組みの試
⾏と効果測定、先進事例の収集、啓発パンフレットの制作などを⾏いました。

●環境系イベント情報収集・発信業務
札幌市で開催される環境に関する講演会等のイベント情報を収集し、札幌市環
境局情報紙「えこぽろ」と札幌市ウェブサイトで情報発信を⾏っています。

●産婦⼈科救急電話相談記録分析業務
全国的に注目を集める札幌市による夜間・休⽇の産婦⼈科電話相談事業の相談
内容を蓄積するためのデータベースを設計し、相談内容の定量的分析を⾏いま
した。

●授産製品の販路拡大⽅策検討業務
授産施設や購⼊客、授産製品を販売する店舗等へのヒアリングやアンケート調
査を実施し、障害を持った⽅が製造する授産製品の販路拡大⽅策や札幌市が展
開する授産製品販売所「元気ショップ」のあり⽅について検討・提⾔を⾏いま
した。

●南々空知地域のスローライフを満喫するロングスティ型移
住ビジョンの策定事業



地域遺産トラスト事業

おもなプロジェクト

北海道各地の宝物を掘り起こし、発信し、活用することで地域やまち
の魅⼒を創造していくという北海道遺産構想の趣旨を全道へ波及させ
るためのプロジェクト。これまでに 2 回の審査を実施し、登録され
た 188 件の「ムラの宝物」と、各地の地域資源発掘事例をホームペー
ジ等を通じて道内外へ発信している。

北海道遺産協議会事務局の運営

●ほっかいどうムラの宝物さがしプロジェクト

北海道遺産協議会、北海道グラウンドワークトラストの事務局運営、⽇本グラウンドワーク協会との連携等を通して、持続可
能な地域づくりのために、地域に関わるさまざまな主体がパートナーシップで活動をすすめられるよう⽀援を⾏っています。

地元の⼈たちに、まちの財産としての北海道遺産をもっと知ってもら
う目的で札幌市内と江別市の 12 の北海道遺産の施設をめぐるスタン
プラリーを実施。ラリーポイントハガキの応募総数は 501 通。札幌
市内の⽅からはもちろん、道外の⽅からも 120 通の応募があり、た
くさんの⽅々に北海道遺産をめぐっていただいた。

●北海道遺産スタンプラリー

●

●地域の⽂化と歴史を育む植樹事業

●沙流川総合開発事業
平取ダム地域⽂化・環境保全対策検討業務

N・G・マンロー博⼠は、アイヌの⼈々に対する医療活動も精⼒的
に⾏ったことが知られている。現在、⽒の住宅兼診療所は「マンロー
博⼠記念館」と呼ばれ、⽂化財建造物に登録されている。記念館
ならびに周辺環境を貴重な財産として地域の⼈々が守り育ててい
くことを目的として、地域内外の関係者のパートナーシップによ
り、記念館周辺において、景観づくりの⼀環としての植樹事業を
⾏っている。

海道遺産に選定されたことを契機に、「地域の宝物」としてその価
値を共有し、北海幹線用⽔路沿線の景観形成や沿線を地域の憩いの
場としていくことを目標に、地域住⺠や企業・⾏政のパートナーシッ
プにより周辺の地域資源も含めた保全活用や仕組みづくりに関する
提案と実践活動を実施している。

アイヌの伝統的な⽣活⽂化に関わる儀礼・技術
伝承の⾯において、必要な自然材料が近隣地区
でも自⽣しているのか等の現状を把握すること
を目的として、それら自然素材の有無と⽣育⽴
地について調査を実施している。

●札幌市アイヌ⽂化交流センターで使用する
自然素材の調査業務

⽇本グラウンドワーク協会との連携

次次の世代へ引き継ぎたい有形・無形の財産の中から、北海道⺠全体の宝物と
して選定された北海道遺産の事務局を運営しています。

市⺠・⾏政・企業のパートナーシップによって地域の環境改善活動を⾏う活動
を、⽇本グラウンドワーク協会と連携して⾏っています。

北海道グラウンドワークトラスト
北海道のグラウンドワーク活動を推進しています。

平取ダム建設にともない、ア
イヌの⽂化的所産に与える影
響の軽減および保全対策の具
体化に向けた検討を⾏うた
め、地域住⺠と⾏政等のパー
トナーシップを軸として、そ
の具体化に向けた地元関係者
との調整や検討を⾏い、学識
者等で構成される「平取ダム
地域⽂化保全対策検討会」の
運営及び資料作成を⾏うとと
もに、保全対策協議内容に資
する検討を⾏い、地元アイヌ
⺠族関係者等の意⾒を集約し
て具体策案の取りまとめをお
こなっている。



おもなプロジェクト

出版広報事業

大⼈のためのホッカイドウマガジンを発⾏しています。
「まち・地域」「⾷」「旅」「モノ」「⼈」をテーマに、
北海道の本物の魅⼒を伝えています。

出版事業

セミナー・イベント等の企画運営事業広報誌、情報誌など

出版物、Web サイトなどの媒体やイベントを通して、北海道の地域の魅⼒、価値を発信しています。

地域の魅⼒的な場所での大⼈の時間の過ごし⽅を提案する
本を発⾏しています。
2009 年は新企画にも取り組んでいます。

●書籍出版

●さっぽろキャンドルナイト企画・運営⽀援事業●⺠間企業の社内報
 『JUMP』
●⺠間の情報誌の制作、記事の取材・作成
 『My Vision News』

●『北海道遺産情報誌』
●公共、⺠間の記念誌の制作
 『区制 30 周年記念誌』
 『旭鉄⼯グループ 50 年の歩み』

●まおい Life.com

更新が容易な CMS を採用してサイトを構築

企業の社内報、⺠間の情報誌、記事のラ
イティング、年史の制作を⾏っています。

●北海道⽂化資源データベース

Web サイトの企画・編集・制作

●札幌都⼼街歩きウェブマガジン 札幌てくてく
企画、取材、編集など運営全般を担当

●そらち産業遺産と観光
情報収集・整理から編集制作まで担当

地域の魅⼒を伝える出版物を企画、出版しています。

地域ウェブマガジンの企画制作、どなたでも更新しやすいよう
CMS を用いたサイトの設計など、地域づくりに関わる多様なニーズに対応しています

●環境マラソン講座運営業務

●ほっかいどうムラの宝物さがしプロジェクト
登録されている情報を検索しやすく作成

●季刊誌『カイ』



苗穂駅周辺まちづくり協議会⽀援

 グラウンドワークとは、地域住⺠・企業・⾏政のパートナー
シップにより環境改善を通じて地域の再⽣や創造を目的とす
る取り組みです。
 北海道グラウンドワークトラストは、北海道の特性を活か
した地域資源の保全・活用による持続的な発展を目指してお
り、農村環境の保全・活用、自然と共⽣した⽣活⽂化の継承、
環境改善を通じた地域間交流の推進、グラウンドワークに関
わる広報啓発の事業などを⾏っています。
 具体的な活動としては、空知地⽅を南北に貫流する北海幹
線用⽔路沿線で、北海道電⼒や北海土地改良区、各種⾏政機
関等と連携して、サクラの育苗・植樹等に関する活動の企画
調整や仕組みづくりなどに取り組んでいます。

 JR 苗穂駅の北⼝開設要望を契機として設⽴に⾄った当協議
会の、駅移転と自由通路による目標の早期実現と、新駅を核
として苗穂地区の再⽣を目指す、住⺠・企業・⾏政のパートナー
シップによるまちづくり活動の推進を⽀援しています。
 北海道遺産である地区内の⼯場・記念館群の活用検討や、
豊平川河川敷の清掃美化活動、野菜市の開催の他、ホームペー
ジと壁新聞「はばたく苗穂」の発⾏に加え、2007 年から「絵
になるまちをつくろう『苗穂景観塾』」の運営もサポート、「景
観まちづくり目標」のポスターが完成し、2009 年から「景
観まちづくり宣⾔」に基づく、産業遺産を巡るルートの花植
えやベンチの設置など、景観まちづくりの実践活動を順次進
めることにしています。

まちづくり組織連携事業

おもなプロジェクト

NPO 法⼈北海道遺産協議会
事務局運営

NPO 法⼈⽇本都市計画家協会北海道⽀部
事務局運営

NPO 法⼈の事務局運営や地域団体との連携など、地域のネットワークづくりを⽀援します

どの活動を⾏っている、NPO⽇本都市計画家協会の北海道⽀
部事務局を設置しています。
 ⾏政や地域団体と連携しながら、北海道独自のテーマでま
ちづくりセミナーを開催するなど、地域に根ざした取組みを
促進・⽀援する活動を⾏っています。
 2008 年には、協会基幹事業の「全国まちづくり会議」を

 次世代に引き継ぎたい北海道ならではの宝物「北海道遺産」。
豊かな自然、⼈々の歴史や⽂化、⽣活、産業など様々な財産
の中から、平成 13 年に 25 件、平成 16 年に 27 件、計 52
件が誕⽣しています。
 事務局では北海道遺産選定地域や道内企業と連携をとりな
がら、「普及・啓発」「保全・活用推進」等の活動を⾏っています。
2008 年度までは任意の⺠間団体として活動を続けてきまし
たが、2009 年度からは NPO 法⼈として新たな活動の展開を
目指します。

NPO 法⼈北海道グラウンドワークトラスト
事務局運営



 

主要事業実績                         

 

１．都市再生まちづくり事業 

●札幌市創成川東地区再開発事業 

・北４東６周辺地区まちづくり準備組合コーディネート業務（2007 年度 継続） 
・北４東６周辺地区再開発促進協議会運営・事業化推進業務（2005 2006 年度） 
・苗穂駅南地区再開発準備組合コーディネート業務（2007 年度 継続） 
・苗穂駅南地区再開発検討協議会運営・事業化推進業務（2005 2007 年度） 

●札幌市都心部再開発事業 

・都⼼まちづくり戦略会議運営⽀援業務（2008 年度） 
・北 3 条広場委員会コーディネート業務（2008 年度） 
・北２⻄４地区再開発事業アドバイザー業務（2005 年度 2007 年度） 

●公民協働型まちづくり事業（札幌市苗穂地区） 

・苗穂駅周辺地区まちづくり協議会運営サポート業務（1990 年度 継続） 
・苗穂駅周辺地区まちづくり計画策定・コーディネート業務（2005 年度 2008 年度） 
・産業遺産を活用した都市観光推進調査業務（2005 年度：全国都市再⽣モデル調査） 

●稚内駅周辺地区都市再生プロジェクト 

・特別目的会社（SPC）アレンジャー業務（2008 年度 継続） 
・稚内駅前地区再開発事業プロジェクトマネジメント業務（2006 2008 年度） 
・㈱まちづくり稚内経営計画⽀援業務（2006 2008 年度） 
・サハリン⽂化の発信と交流促進による都市観光推進調査（2007 年度：全国都市再⽣モデル調査） 
・さいほく型都市再⽣情報プログラム構築調査（2006 年度） 

 

２．タウンマネジメント事業 

●ビルリノベーション事業（自主事業） 

・元気カフェ「ふらっと」計画・設計業務（2008 年度） 
・OYOYO 大通まち×アートセンター運営⽀援事業（2008 年度 継続） 
・さっぽろチャレンジオフィス事業（2006 年度 継続） 
・さっぽろ赤レンガカフェ事業（2004 年度 2007 年度） 

●札幌ＴＭＯ事業 

・札幌都⼼ポータルサイト構築・運営事業（2004 年度 継続） 
・札幌ＴＭＯタウンマネージャー業務（2002 年度 継続） 
・「都⼼ガイドブック」企画制作事業（2008 年度） 

●まちづくり組織サポート事業 

・札幌市大通地区エリアマネジメント推進事業（2007 2008 年度） 
・札幌市清⽥地区センター計画策定・運営組織設⽴コーディネート事業（2004 2007 年度） 
・砂川地域交流センター計画策定・運営組織設⽴コーディネート事業（2004 2006 年度） 

●まちなか活性化事業 

・秋の観光イベント創出調査事業（2005 年度） 



 

・さっぽろ雪まつり市⺠フォーラム・ワークショップ運営事業（2004 2005 年度） 
・さっぽろプロムナード調査事業（2004 年度）  
・魅⼒的な街路空間社会実験事業（2003 年度）  

 

３．シンクタンク事業 

●国土施策創発調査 

・健康⻑寿社会の実現に向けた地域滞在型観光等の推進⽅策に関する調査（2007 年度） 
・村格・都市格の形成（郷土への誇りを育てるまちづくり）に向けた推進⽅策調査（2007 年度） 
・被災地域における多様な主体の連携による中⼭間地域まちづくり推進調査（2005 年度） 
・合併市町村におけるテーマの豊かなまちづくりの展開⽅策調査（2004 年度） 

●観光振興事業 

・体験型観光プログラム作成事業（2008 年度） 
・来札観光客満⾜度調査事業（2005 年度・2007 2008 年度） 
・健康⻑寿社会の実現に向けた地域滞在型観光等の推進⽅策に関する調査（2007 年度） 
・アートツーリズム調査検討事業（2005 年度） 
・秋の観光イベント創出調査事業（2005 年度） 

●医療再生・障害者支援事業 

・産婦⼈科救急電話相談記録分析業務（2008 年度 継続） 
・医療計画策定に関する調査業務（2008 年度 継続） 
・授産製品や販路拡大⽅策検討業務（2008 年度 継続）  

●安全安心・コミュニティ事業 

・地域防災⼒を考える懇話会運営⽀援業務（2008 年度 継続） 
・地域防犯ネットワーク会議ワークショップ運営業務（2008 年度） 
・「コミュニティ施設利用促進検討懇談会」運営補助業務（2008 年度） 

●地域再生・活性化推進調査 

・来札観光客満⾜度調査事業（2005 年度・2007 年度） 
・道の駅を活用した広域的連携による地域づくり推進調査（2006 年度） 
・スローライフを満喫するロングステイ型移住ビジョンの策定（2006 年度：全国都市再⽣モデル調査） 

●美しい村づくり推進事業（美瑛町） 

・農村起業中核的⼈材育成事業企画運営業務（2005 2006 年度） 
・NPO 法⼈びえい農観学園運営サポート業務（2003 2006 年度） 
・都市地⽅連携プログラム策定事業（2005 年度） 

●地域環境活動推進事業（札幌市） 

・地域と創る冬みち事業運営業務（2006 年度 継続） 
・環境情報収集発信業務（2006 年度 継続） 
・事業系紙ごみリサイクル事業推進業務（2006 2008 年度） 

 

４．地域遺産トラスト事業 

●北海道遺産構想推進事業 

・北海道遺産構想推進協議会（2009 年 4⽉より NPO 法⼈北海道遺産協議会）事務局業務（2001 年度



 

 継続） 
・北海道遺産公式ガイドブック＆DVD 制作・販売（2006 年度 継続） 
・北海道遺産ポストカード制作・販売（2003 年度 継続） 
・北海道遺産Ｗｅｂサイト制作・運営（2002 年度 継続） 
・北海道遺産データベース作成・管理（2002 年度 継続） 
・北海道遺産情報誌編集制作（2001 年度 継続） 

●地域遺産活用ツーリズム事業 

・アートツーリズム調査検討事業（2005 年度） 
・るもい｢⾷｣ロード推進事業（2005 年度） 
・空知炭鉱遺産観光活用可能性調査事業（2004 年度） 
・檜⼭管内観光情報収集業務（2004 年度） 
・空知炭鉱ヒストリー保存事業（2003 年度） 
・ニシン⽂化記憶伝承事業（2003 年度） 

●地域環境保全活用活動推進事業 

・財団法⼈⽇本グラウンドワーク協会運営サポート業務（2005 年度 継続） 
・NPO 法⼈北海道グラウンドワークトラスト事務局業務（1999 年度 継続） 
・⽂化的景観保護推進調査（2006 2008 年度） 
・アイヌ⽂化環境保全対策調査事業（2003 2005 年度） 
・伝統的⽣活空間整備構想調査事業（2001 年度） 

 

５．出版・広報事業 

●自社出版事業 

・季刊誌「カイ」（2008 年度 継続） 
・「さっぽろ大⼈のＢＡＲ」（2002 年度） 
・「笑うクスリ指」（2002 年度） 
・「さっぽろ喫茶店さんぽ」（2001 年度） 

●広報誌・情報誌等の企画制作事業 

・「ＪＵＭＰ」（野⼝観光：1990 年度 継続） 
・「はばたく苗穂」（苗穂駅周辺まちづくり協議会：2000 年度 継続） 
・「都⼼ガイドブック」企画・制作（札幌ＴＭＯ：2008 年度） 
・町内会加⼊促進ポスターの企画・制作（札幌市：2007 年度） 
・「地域づくりの処⽅箋」の企画・制作（札幌市⼿稲区：2007 年度） 
・「ＡＳＡＨＩ」（旭鉄⼯：1995 年度 2007 年度） 
・「Ｍｙ Ｖｉｓｉｏｎ Ｎｅｗｓ」（ベネッセコーポレーション：2005 2006 年度） 
・「区制 30 周年記念誌」（札幌市⻄区：2002 年度） 
・「旭鉄⼯グループ 50 年の歩み」（旭鉄⼯：2002 年度） 

  

●セミナー・イベント等の企画運営事業 

・さっぽろキャンドルナイト企画・運営⽀援事業（2004 年度 継続） 
・環境マラソン講座運営業務（2004 年度・2006 年度） 



 

・そうやファンロード＆メディア展 2005（2004 年度） 
・エコファミリー事業（2003 年度） 
・エコライフ WEEK 運営委員会イベント企画運営（2002 年度） 




